
柳原銀行記念資料館
The Bank of Yanagihara Memorial Museum
京都市下京区下之町 6-3   http://suujin.org/yanagihara/

 主催：京都市・NPO法人 崇仁まちづくりの会
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関連企画： 10 月 27 日（土）　入場無料
会場：京都市地域・多文化交流ネットワークセンター
　　　　（南区東九条東岩本町 31）

映画上映＋記念シンポジウム（定員80名，会場先着順）
13:45～16:00
自主映画「東九条」音声付上映 13:45～14:50
記念シンポジウム  15:00～16:00
・「柳原銀行記念資料館の宝物」 山内政夫（柳原銀行記念資料館 事務局長）
・「わたしの宝から，わたしたちの宝へ」佐藤知久（京都市立芸術大学 芸術資源研究センター准教授）

ワークショップ「あなたの宝物は何ですか？ 写真編」
16:15～16:45（事前申込制・申込方法は裏面に記載・参加費無料・定員40名）

同日10月27日開催
崇仁高瀬川音楽祭　 13:00～13:30（定員80名，会場先着順）
京都市立芸術大学学生による演奏
主催・問合せ先：高瀬川音楽祭実行委員会（takasegawaongakusai@gmail.com）
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柳原銀行記念資料館
開館時間 10:00 - 16:30［月・火・祝休館］
入館無料　TEL&FAX 075-371-0295
JR 及び地下鉄「京都」駅から徒歩約８分
京阪「七条」駅から徒歩約 10 分
市バス「塩小路高倉」下車すぐ

同じです　あなたとわたしの　大切さ
平成30年 9 月発行
京都市文化市民局くらし安全推進部人権文化推進課
京都市印刷物　第304569号
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史
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収
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。
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【ワークショップ・申込方法】
ワークショップでは，「わたしの宝物」をテーマに，当館の宝物や皆様の持つ宝物をどのように活用して

いくかについてなどをグループごとに話し合い，理解を深めていただけるような内容を企画しています。

お申込みは往復はがきに下記の事項を御記入のうえ，10月17日（水）必着でお送りください。
［往信の表面］　〒600-8206 京都市下京区下之町6-3　柳原銀行記念資料館　宛

［往信の裏面］　①氏名

　　　　　　　②電話番号

　　　　　　　③参加人数（御本人様・同伴者合わせての人数を御記入ください。）

［返信の表面］　お知らせを送る際の住所，氏名を御記入ください。

※申込み多数の場合は抽選で参加者を決定しますので，返信はがきで参加の可否をお知らせします。

柳原銀行が 1927（昭和２）年に倒産した後，岩田商店として営業し
ていた時期の写真（白黒，カラーとも撮影年不明）

10 月 27 日の記念シンポジウム・ワークショップ会場
交通機関：京都駅（JR, 地下鉄）八条口から徒歩 15 分
※駐車場はありませんので公共交通機関を御利用ください。


